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 平成３１年度 島 教 協 新 役 員  で ス タ ー ト 
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 平成３１年度島教協役員選挙が行われ、候補者全員が信任されました。 

 今年度の役員は、下記一覧表の通りです。 

 役員一同、島教協の充実・発展のために、力を合わせてがんばっていきます。会員の

皆様の一層のご理解・ご協力をお願いいたします。 
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島教協相互援助規定のご紹介 
 

 

①結婚祝金の給付  ５，０００円 

②出産祝金の給付  ５，０００円 

③永年勤続祝金の給付５，０００円 

④病気見舞金の給付 ５，０００円 

   (傷病約１ヶ月の療養) 

⑤災害見舞金の給付 

（住宅又は家財の損害を受けたとき 

         程度に応じて） 

⑥死亡弔慰金 

   （会員・会員配偶者死亡） 

 

 

上記の規定に該当するときは、 

 ご本人または学校代表は、 

  事務局まで連絡をお願いします。 

 

  電話０８５３ー２２－７７６２ 
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島教協会員証特典のご紹介 

 
「T・ジョイ出雲」 

（ゆめタウン 出雲東館3階） 

         劇場売店にて 

島教協会員証を提示すると 

 

 売店人気ナンバー１の 

   ポップコーンセット 

     （通常７５０円）を 

  ワンコイン（500円）で 

        購入できます！ 

 

ぜひ、 

劇場売店へお立ち寄りください。 

同伴者も同様の対応ができます。 
 

新会員加入助成のご紹介 
 
① 新規に会員が加入された場合 

 

 単組・支部と学校にそれぞれ 

 ２，０００円の加入助成金を支給 

 します。 

 （講師会員の加入助成金は、単組・ 

支部と学校にそれぞれ５００円です） 

 

② 勧誘活動の助成 

 

 学校や専門部会において、新規に 

会員を勧誘するための茶話会等を行 

われる場合は、その経費の一部を助 

成します。 

 

 島教協事務局までご相談ください。 

  電話０８５３ー２２－７７６２ 

島根県版「教職員の働き方改革プラン」が策定される(平成31年3月） 

 島根県教育委員会は、業務改善を推進することで職場環境を整え、教職員の多忙・多忙感の解消及びワーク・ライフ・バラン

スの適正化を図るために、学校現場にとってより良い「教職員の働き方改革プラン」の策定に向けて検討を進めてきたが、平成

31年3月にプランが策定され、4月から導入されることになりました。 

 「教職員の働き方改革プラン」には、何のために働き方の見直しをするのか、目的が記されていますが、働き方改革は単に超

過勤務の時間を減らすことで退勤時間を早めることだけが目的ではありません。 

 教職員の働き方を進める目的は、（１）教育の質の向上（２）教職員の心身の健康保持（３）仕事と生活の充

実（４）教職を目指す人材の確保、とされています。 

 小・中学校に勤務する教職員の働き方改革は、島根県教育委員会の取組、市町村教育委員会の取組、管理職の取組、教職員一

人一人の取組を進めると共に、地域・保護者の理解と協力・支援が不可欠であります。関係機関からの情報発信のみならず積極

的な働きかけが必要です。 

 そして何よりも大事なことは、教職員の意識改革です。これまでの働き方を見直し、自分を大切にして働くにはどうしたらよ

いか、一人一人が考えながら改革を進めていただきたいと思います。 

  島根県教育委員会作成  

   「教職員の働き方改革プラン概要版リーフレット」 

     ～子どもたちのために、自分自身のために働き方を 

      見直してみませんか？～    （抜粋） 

プランの基本方針 

 ◆長時間勤務の是正 

 ◆ワーク・ライフ・バランスの適正化 

 ◆プラン達成に向けた職場環境の確保 

プラン達成に向けた数値目標 

 ① 月当たりの時間外勤務の時間の上限の目安は原則 月４５時間（原則 年３６０時間以内） 

   【月当たりの時間外勤務時間の縮減スケジュール】 

    2018年度(調査） 月平均約６５時間  

    → 2019年度 月平均５５時間 → 2020年度 月平均４５時間 → 2021年度 月平均４５時間以内 

 ② 年次有給休暇取得日数 

    すべての教職員 年５日以上の取得、全校種の平均 １３日以上の取得 

 ③ ワーク・ライフ・バランスがとれていると感じる教職員の割合 ９０％以上 

プラン達成するための主な取組 

 ・教職員定数会戦に向けた取組 

 ・教員の負担軽減のための人的措置に向けた取組 

 ・学校閉庁日の設定 

 ・教職員研修の実施 

 ・学校への調査・照会等の精選及び削減 

 ・部活動の負担軽減に向けた取組の推進 

 ・勤務時間の客観的な把握 

 ・保護者・地域に向けての周知と広報 

 ・業務の効率化に向けた職場環境の改善 

 ・市町村版「教職員の働き方改革プラン」策定 

教職員の方へ 

 ・自らの働き方を見直す取組をしていますか？ 

 ・見通しをもって仕事に取り組んでいますか？ 

 ・デスクの周りは整理・整頓できていますか？ 

 ・一人で仕事を抱え込んでいますか？ 

管理職の方へ 

 ・教職員の勤務実態を客観的に把握できていますか？ 

 ・教職員の業務に偏りはありませんか？ 

 ・学校行事や会議が必要以上に多くありませんか？ 

 ・教職員ができるだけ早く退勤できるように工夫をして 

                      いますか？ 

 ・部活動の指導体制は適切ですか？ 

 ・教職員が働きやすい職員室になっていますか？ 

 ・教職員の健康状態を把握できていますか？ 

 ・サポートし合う教職員集団になっていますか？ 


